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主 な 内 容

② 

潜
在
リ
ス
ク
へ
の
対
応

　

 

第
70
回
西
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会  

③ 

Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
だ
よ
り

④ 

支
部
だ
よ
り
［
和
歌
山
］［
阪
神
］

⑤ 

支
部
だ
よ
り
［
岐
阜
］［
香
川
］ 

⑥ 

支
部
だ
よ
り
［
大
阪
］

　

 

人
事
異
動
・
会
員
訃
報

発　行　所
一般社団法人 芝蘭会

京都大学医学部同窓会

京
都
大
学
医
学
部
附
属

病
院
（
以
下
、
京
大
病
院
）

は
７
月
27
日
、
第
18
回
京

大
病
院
i
P
S
細
胞
・
再

生
医
学
研
究
会
を
芝
蘭
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
同

研
究
会
は
、
京
大
病
院
で

の
i
P
S
細
胞
、
Ｅ
Ｓ
細

胞
お
よ
び
体
性
幹
細
胞
な

ど
を
用
い
た
再
生
医
学
研

究
の
向
上
お
よ
び
成
果
の

普
及
を
図
り
、
医
療
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
２
０
０
９
年
11

月
に
発
足
し
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
、
稲
垣
暢

也
病
院
長
の
開
会
挨
拶
後
、

蒲
原
正
純　

ア
ス
テ
ラ
ス

製
薬
株
式
会
社
I
R
M
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
長
が

「
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
に
お
け

る
再
生
医
療
研
究
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
一
般
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

河
本
宏 

ウ
イ
ル
ス
・
再
生

医
科
学
研
究
所
再
生
免
疫

学
分
野
教
授
が
「
i
P
S

196

最新の研究成果紹介
第18回京大病院 iPS細胞・再生医学研究会

特別講演を行う江藤教授 研究会で開会挨拶を行う稲垣病院長
　

平
成
30
年
６
月
16
日（
土
）

芝
蘭
会
館
別
館
に
於
い
て
芝

蘭
会
総
会
・
評
議
員
会
お
よ

び
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

議
案
は
、（
１
）
平
成
29

年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
、

（
２
）
平
成
29
年
度
収
支
決

算
並
び
に
財
産
目
録
に
つ
い

て
、（
３
）
会
長
、
副
会
長
、

常
務
理
事
、
理
事
、
評
議
員

の
選
任
に
つ
い
て
、（
４
）

第
５
回
代
議
員
選
挙
に
つ
い

て
、（
５
）
京
都
市
の
宿
泊

税
の
導
入
に
伴
う
宿
泊
料
金

に
つ
い
て
、（
６
）
公
益
目

的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
の

提
出
に
つ
い
て
、（
７
）
そ

の
他
の
７
件
で
、議
案（
１
）、

議
案
（
２
）
に
つ
い
て
は
、

教
育
助
成
事
業
、
普
及
啓
発

事
業
、
学
術
講
演
会
等
開
催

事
業
、
産
学
連
携
推
進
事
業

に
つい
て
、活
発
な
議
論
の
上
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
（
３
）
に
つ
い
て
は
、

相
馬
俊
臣
理
事
、
菊
池
晴
彦

理
事
、
佐
古
伊
康
理
事
、
成

宮 

周
理
事
、
二
木 

隆
理
事
、

隠
岐
尚
吾
理
事
は
最
終
任
期

が
満
了
し
、
ま
た
、
眞
鍋
克

次
郎
理
事
の
辞
任
の
申
し
出

に
伴
い
、
後
任
の
理
事
候
補

者
に
推
薦
さ
れ
た
笠
原
吉
孝

氏
、
橋
本
信
夫
氏
、
湊 

長

博
氏
、
岩
井
一
宏
氏
、
岸
本

誠
司
氏
、
坂
田
隆
造
氏
、
齋

藤
信
雄
氏
に
つ
い
て
選
挙
を

行
い
、
候
補
者
全
員
が
平
成

30
年
６
月
16
日
付
で
理
事
に

選
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
上
本
伸
二
理
事
、

稲
垣
暢
也
理
事
、
大
髙
道
也

理
事
、
野
口
正
人
理
事
、
永

田 

泉
理
事
、
平
家
俊
男
理

事
が
本
総
会
の
終
結
を
も
っ

て
任
期
が
満
了
と
な
る
た

め
、
同
人
を
理
事
に
再
任
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

　

評
議
員
に
つ
い
て
は
、
竹

本 

勇
氏
、
桝 

正
幸
氏
、
小

坂
健
夫
氏
、
吉
田
治
義
氏
、

清
水
克
時
氏
、
堂
前
尚
親

氏
、
小
笠
原
敬
三
氏
、
木
村 

徹
氏
、
杉
山
知
行
氏
、
飯
原

弘
二
氏
、
矢
野
謙
二
氏
、
大

城 

清
氏
、
吉
田 

修
氏
、
邉

見
公
雄
氏
、
小
柳
義
夫
氏
の

再
任
、
ま
た
、
群
馬
支
部

の
青
木 

純
氏
の
後
任
に
吉

田
秀
忠
氏
、
滋
賀
支
部
の
折

田
雄
一
氏
の
後
任
に
塩
田
浩

平
氏
、
和
歌
山
支
部
の
小

西 

裕
氏
の
後
任
に
平
岡
眞

寛
氏
、
神
戸
支
部
の
坂
田
隆

造
氏
の
後
任
に
細
谷 

亮
氏
、

香
川
支
部
の
筧 

善
行
氏
の

後
任
に
網
谷
良
一
氏
を
選
任

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

　

会
長
、
副
会
長
、
常
務
理

事
に
つ
い
て
は
、
会
長 

上

本
伸
二
氏
、
副
会
長 

稲
垣

暢
也
氏
、
副
会
長 

相
馬
俊

臣
氏
は
理
事
の
任
期
が
満
了

し
た
た
め
、
改
め
て
会
長
、

副
会
長
を
選
任
す
る
必
要
が

あ
る
旨
の
説
明
が
行
わ
れ
、

総
会
に
お
い
て
理
事
に
再
任

さ
れ
た
上
本
伸
二
氏
、
稲
垣

暢
也
氏
が
会
長
、
副
会
長
に

再
任
さ
れ
、
相
馬
俊
臣
氏
の

後
任
の
副
会
長
に
つ
い
て
は
、

理
事
に
選
任
さ
れ
た
湊 

長

博
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

　

常
務
理
事
に
つ
い
て
は
、

菊
池
晴
彦
氏
の
任
期
が
満
了

し
た
た
め
、
総
会
に
お
い
て

理
事
に
選
任
さ
れ
た
岩
井
一

宏
氏
が
後
任
の
常
務
理
事
に

選
任
さ
れ
た
。

　

議
案
（
４
）
に
つ
い
て
は
、

第
５
回
芝
蘭
会
代
議
員
選
挙

上
本
会
長
を
再
任

 

芝
蘭
会
総
会
・
評
議
員
会
・
理
事
会
開
催

役員人事などを決めた芝蘭会総会・評議員会・理事会

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
　

発
達
小
児
科
学
教
授

滝
田 

順
子

　

２
０
１
８
年
7
月
1
日
付

け
で
発
達
小
児
科
学
の
教
授

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
京

都
大
学
小
児
科
は
１
９
０
３

年
に
開
設
さ
れ
て
以
来

１
１
５
年
の
歴
史
を
も
つ
伝

統
あ
る
教
室
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
に
世
界
で
活
躍
す
る
優

秀
な
研
究
者
、
臨
床
家
を
多

数
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
伝
統
あ
る
教
室
で

仕
事
を
す
る
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
い
て
、
大
変
光
栄
に
思

って
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
１
９
９
１
年
に
日

本
医
科
大
学
医
学
部
を
卒
業

し
、
そ
の
後
、
東
京
大
学
医

学
部
附
属
病
院
小
児
科
で
研

修
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
般
病
院
で
の
臨
床
研
修

を
学
ん
だ
後
、
小
児
腫
瘍
医

を
志
し
て
、
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
所
生
物
学
部

リ
サ
ー
チ
レ
ジ
デ
ン
ト
に
着
任

し
、
小
児
が
ん
の
研
究
に
着

手
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
東

京
都
立
駒
込
病
院
小
児
科
医

員
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属

病
院
小
児
科
助
手
、
同
大
学

無
菌
治
療
部
講
師
を
経
て
、

２
０
１
３
年
か
ら
は
同
大
学

小
児
科
准
教
授
に
就
任
し
、

小
児
が
ん
の
臨
床
と
研
究
を

両
輪
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

主
な
研
究
成
果
と
し
て

は
、
神
経
芽
腫
に
お
け
る

A
L
K
の
機
能
獲
得
型
変
異

の
同
定
、
T-

A
L
L
に
お

け
る
新
規
S
P
I
1
関
連

融
合
遺
伝
子
の
単
離
お
よ
び

横
紋
筋
肉
腫
の
メ
チ
ル
化
サ

ブ
グ
ル
ー
プ
の
同
定
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ

た
経
験
を
も
と
に
、
小
児
科

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
研
究
を

発
展
さ
せ
る
べ
く
、
尽
力
す

る
所
存
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
ワ

ク
チ
ン
の
普
及
な
ど
に
よ
る

重
症
感
染
症
の
激
減
、
新

生
児
医
療
の
発
展
な
ど
小
児

医
療
を
と
り
ま
く
社
会
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
当
院
の
よ
う
な
高
度

医
療
機
関
と
市
中
病
院
と
で

は
、
そ
の
役
割
分
担
が
以
前

に
も
ま
し
て
重
要
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
の
市
中
病

院
は
健
康
な
こ
ど
も
の
ケ
ア

とcom
m

on disease

の

診
療
の
中
心
的
な
担
い
手
と

な
り
、
大
学
病
院
は
、
専
門

性
の
高
い
高
度
医
療
、
新
生

新
任
あ
い
さ
つ

臨
床
と
研
究
を
両
輪
で
進
め
る

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
目
指
す

本
庶  

佑
先
生
が

２
０
１
８
年
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た

児
、
救
急
医
療
を
請
け
負
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
社
会
・
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、
専

門
性
の
高
い
高
度
医
療
の
さ

ら
な
る
提
供
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
社
会
か
ら
の

要
請
が
高
い
救
急
医
療
と
新

生
児
医
療
の
改
善
を
は
か
る

た
め
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
に
隈

な
く
対
応
で
き
る
小
児
総
合

医
、
救
急
医
お
よ
び
新
生
児

専
門
医
の
育
成
に
も
努
め
た

い
と
考
え
ま
す
。
医
学
の
発

展
の
た
め
に
は
研
究
と
臨
床

の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
で
は
な

く
、
双
方
向
性
の
作
用
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

研
究
と
臨
床
を
両
輪
で
進
め

るPhysician scientists

の
育
成
に
力
を
注
ぎ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
当
教
室
か
ら
小

児
科
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
リ

ー
ド
す
る
次
世
代
の
リ
ー
ダ

ー
を
数
多
く
輩
出
す
る
こ
と

を
目
標
に
精
進
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
全
て
の
子
ど
も

た
ち
の
健
康
と
幸
せ
を
守
る

た
め
に
、
質
の
高
い
診
療
、

研
究
、
教
育
を
実
践
す
る
フ

ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
お
役

に
立
ち
続
け
た
い
と
願
って
お

り
ま
す
。

永
年
に
わ
た
り
基
礎
医
学
研
究
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
栄
誉
あ
る

輝
か
し
い
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
に
よ
り
多
く
の
医
学
研
究
者
・
医
学
従
事
者
が
勇
気
づ

け
ら
れ
た
こ
と
に
、
心
よ
り
お
慶
び
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

    

一
般
社
団
法
人
　
芝
蘭
会

の
経
緯
及
び
結
果
に
つい
て
説

明
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
（
５
）
に
つ
い
て
は
、

京
都
市
の
宿
泊
税
の
導
入
に

伴
う
宿
泊
料
金
の
改
訂
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
10
月

１
日
の
施
行
に
向
け
て
、
周

知
方
法
等
の
準
備
を
進
め
る

事
を
含
め
て
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
（
６
）
に
つ
い
て

は
、
京
都
府
知
事
へ
提
出
す

る
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施

報
告
書
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
（
７
）
に
つ
い
て

は
、
芝
蘭
会
が
減
価
償
却
引

当
資
産
と
し
て
保
有
し
て
い

る
定
期
預
金
の
運
用
に
つ
い

て
、
定
期
預
金
を
解
約
し
、

利
率
の
高
い
国
債
・
地
方
債

に
買
い
換
え
る
旨
の
説
明
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
の
審
議
終
了
後
、
２

件
の
報
告
が
あ
り
、
１
件
目

は
、
芝
蘭
会
館
本
館
の
事
務

室
体
制
に
つい
て
の
報
告
、
２

件
目
は
、
京
都
大
学
医
学
部

教
育
研
究
支
援
基
金
の
募
集

状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
了
承
さ
れ
た
。

細
胞
技
術
を
用
い
た
が
ん

抗
原
特
異
的
キ
ラ
ー
T
細

胞
の
再
生

－

他
家
移
植
の

系
で
使
え
る
T
細
胞
製
剤

の
開
発

－

」、
荒
岡
利
和

i
P
S
細
胞
研
究
所
増
殖

分
化
機
構
研
究
部
門
長
船

研
究
室　

研
究
員
が
「
ネ

フ
ロ
ン
前
駆
細
胞
を
用
い

た
腎
疾
患
に
対
す
る
再
生

医
療
の
開
発
に
向
け
て
」、

吉
田
善
紀
i
P
S
細
胞

研
究
所
増
殖
分
化
機
構
研

究
部
門 

准
教
授
が
「
ヒ
ト

i
P
S
細
胞
を
用
い
た
血

液
疾
患
の
病
態
解
析
と
創

薬
に
向
け
た
研
究
」
と
題
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
学
術
講
演
を

行
い
、
参
加
者
は
最
新
の
研

究
成
果
に
つ
い
て
熱
心
に
聞

き
入
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
江
藤
浩
之

i
P
S
細
胞
研
究
所
臨
床

応
用
研
究
部
門　

教
授
が

「
i
P
S
細
胞
か
ら
の
血
小

板
産
生
＂
ビ
ト
ロ
培
養
技

術
か
ら
臨
床
試
験
ま
で
”」

と
題
し
た
特
別
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
講
演
後
の
質

疑
応
答
で
は
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
、
研
究
会
は

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。
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１
．
事
故
と
潜
在
リ
ス
ク

　

事
故
と
は
、
予
想
を
超
え

る
事
象
が
発
生
し
、
そ
れ
に

よ
って
、
望
ま
し
く
な
い
結
果

が
生
じ
る
こ
と
を
い
う
。

　

今
夏
、
西
日
本
豪
雨
に
よ

り
、
２
０
０
人
以
上
の
方
が

犠
牲
に
な
っ
た
。
想
定
外
の

降
雨
量
で
あ
り
、
そ
れ
に
よっ

て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た

事
故
で
あ
っ
た
。
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
の

こ
と
を
思
う
と
、
本
当
に
言

葉
を
失
う
。
私
は
、自
分
が
、

リ
ス
ク
管
理
の
担
当
で
あ
る
の

で
、
自
然
災
害
が
あ
っ
た
際

に
は
、
そ
の
リ
ス
ク
を
認
識

し
て
、
対
策
を
講
じ
て
い
た

方
が
忸
怩
た
る
思
い
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て

し
ま
う
。
リ
ス
ク
管
理
の
考

え
方
と
し
て
は
、
対
策
に
は

優
先
順
位
を
付
け
、
最
も
害

を
受
け
や
す
い
部
分
に
真
っ
先

に
手
を
付
け
る
。
今
回
も
、

地
形
や
地
質
上
の
潜
在
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
た
地
域
に
害

が
集
中
し
た
。
降
雨
量
は
想

定
外
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
被
害
を
受
け
や
す
い
地

域
は
、
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
と
思
う
。

　

予
想
を
超
え
る
事
象
の
発

生
が
害
に
至
る
か
ど
う
か
は
、

そ
の
事
象
の
影
響
を
受
け
る

側
が
有
す
る
潜
在
リ
ス
ク
と

強
い
相
関
関
係
が
あ
る
。
つ

ま
り
、「
害
の
大
小
」
は
、

①
事
象
の
大
き
さ
、
②
事
象

の
影
響
を
受
け
る
側
が
有
す

る
潜
在
リ
ス
ク
の
双
方
に
よ
っ

て
決
ま
る
。
例
え
ば
、
倉
敷

市
真
備
地
区
の
河
川
の
氾
濫

に
よ
る
浸
水
被
害
は
、
そ
の

リ
ス
ク
が
以
前
か
ら
認
識
さ

れ
て
い
た
。
真
備
地
区
は
小

田
川
が
高
梁
川
に
Ｙ
字
型
に

合
流
す
る
地
点
の
上
流
側
に

位
置
す
る
。
高
梁
川
の
流
量

が
多
く
な
る
と
、
相
対
的
に

流
量
が
少
な
い
小
田
川
に
水

が
逆
流
す
る
（
背
水
現
象
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
小
田
川
の
水

位
が
上
昇
し
、
真
備
地
区
で

小
田
川
が
氾
濫
す
る
。
こ
の

潜
在
リ
ス
ク
に
対
し
、
国
土

交
通
省
は
、「
小
田
川
合
流

点
付
替
え
事
業
」を
計
画
し
、

過
去
何
度
も
内
水
被
害
を
受

け
て
い
た
真
備
地
区
の
被
害

を
低
減
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

ま
さ
に
平
成
31
年
に
本
工
事

に
着
手
し
、
概
ね
10
年
で
完

成
の
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
計

画
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
小
田

川
の
高
梁
川
へ
の
合
流
地
点

が
、
４・６
㎞
下
流
に
な
り
、

小
田
川
の
水
位
が
５ｍ
低
下

す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
脆
弱

性
が
認
識
さ
れ
、
対
策
も
検

討
さ
れ
、
着
工
直
前
の
段
階

で
、
予
想
を
超
え
る
降
雨
が

あ
っ
た
。
今
回
、
潜
在
リ
ス

ク
の
認
識
と
対
策
の
プ
ロ
セ
ス

は
正
し
か
っ
た
と
い
え
る
。
想

定
外
の
自
然
現
象
が
、
対
策

完
了
前
に
発
生
し
た
こ
と
は
、

リ
ス
ク
を
認
識
し
、
長
い
年

月
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
方
を
ど
ん
な
に
落
胆

さ
せ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
自
然
災
害
の
例
か
ら

私
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
は
、
害

は
脆
弱
な
部
分
で
顕
在
化
す

る
と
い
う
こ
と
、
脆
弱
な
部

分
を
特
定
し
、
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
２

点
で
あ
る
。

　

医
療
に
お
い
て
も
、
ま
さ

に
同
じ
考
え
が
適
用
で
き

る
。
医
療
者
の
注
意
の
程
度

に
か
か
わ
ら
ず
、
想
定
を
超

え
る
事
象
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
る
。
例
え
ば
、
手
術
が

順
調
に
経
過
し
、
出
血
量
も

ほ
と
ん
ど
な
く
手
術
を
終
え

た
よ
う
な
場
合
で
も
、
術
後

に
想
定
外
の
出
血
を
来
す
こ

と
が
あ
る
。
再
開
腹
し
、
止

血
術
を
実
施
す
る
か
、
透
視

下
に
血
管
内
に
カ
テ
ー
テ
ル

を
挿
入
し
、
血
管
造
影
を
行

い
、
出
血
部
位
を
特
定
し
、

塞
栓
物
質
や
コ
イ
ル
を
詰
め

る
か
ど
ち
ら
か
を
行
う
。
そ

れ
に
よ
り
、
患
者
の
害
（
＝

死
亡
等
）
を
回
避
で
き
る
こ

と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
術

後
出
血
へ
の
対
応
が
適
切
で

あ
っ
て
も
、
一
時
的
な
血
圧

低
下
が
臓
器
虚
血
を
も
た
ら

し
、
多
臓
器
不
全
、
そ
し
て

死
亡
に
至
る
こ
と
が
あ
り
得

る
。
事
故
後
に
振
り
返
っ
て

検
証
す
る
と
、
通
常
は
問
題

な
い
レ
ベ
ル
の
動
脈
硬
化
が
潜

在
し
、
血
圧
低
下
時
に
、
実

際
の
臓
器
灌
流
量
が
必
要
灌

流
量
を
下
回
っ
た
と
説
明
で

き
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い

は
、
も
と
も
と
、
臓
器
に
軽

度
の
機
能
低
下
が
潜
在
し
て

お
り
、
一
時
的
な
虚
血
に
よ

っ
て
臓
器
不
全
が
顕
在
化
し

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
害

は
脆
弱
な
部
分
で
顕
在
化
す

る
」
と
い
う
原
則
に
一
致
す

る
。

　
こ
の
例
で
は
、
術
後
出
血
へ

の
対
応
は
問
題
な
か
っ
た
と
い

う
前
提
に
し
た
が
、
対
応
に

遅
れ
が
あ
る
場
合
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
術
後
出
血
は
、
ド

レ
ー
ン
か
ら
の
出
血
量
や
血

圧
低
下
等
に
よ
っ
て
認
識
さ

れ
る
。
術
後
出
血
を
認
識
す

る
た
め
に
は
、
適
正
な
位
置

へ
の
ド
レ
ー
ン
の
留
置
、
血

圧
・
心
拍
数
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

ド
レ
ー
ン
か
ら
の
出
血
量
と

血
圧
・
心
拍
数
の
推
移
か
ら

危
機
的
事
態
を
予
測
で
き
る

力
が
必
要
で
あ
る
。
い
ず
れ

か
に
不
足
が
あ
り
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
３
つ
の
要
件
が
満
た
さ

れ
て
い
て
も
、
次
の
段
階
で
、

対
応
の
判
断
を
誤
る
こ
と
も

あ
る
。
対
応
の
選
択
肢
は
複

数
あ
り
、
今
す
ぐ
に
止
血
術

を
行
う
の
か
人
員
が
揃
う
ま

で
待
つ
の
か
、
行
う
と
し
た

ら
開
腹
か
血
管
造
影
か
、
等

が
そ
の
時
点
で
考
慮
さ
れ
る
。

別
の
医
療
機
関
に
搬
送
す
る

こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
。
自
然

に
止
血
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
場
合
に
早
ま
っ
て
止
血

術
を
行
い
、
ま
た
、
新
た
な

部
位
で
の
止
血
困
難
が
生

じ
、
害
を
拡
大
さ
せ
る
結
果

に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
正

し
い
判
断
を
と
っ
さ
に
行
う

こ
と
は
難
し
い
。
特
に
、
深

夜
や
休
日
等
、
人
員
が
少
な

か
っ
た
り
、
経
験
豊
富
な
医

療
者
が
不
在
で
あ
っ
た
り
す

る
と
き
に
は
、
判
断
の
エ
ラ
ー

の
発
生
確
率
が
高
ま
る
。
こ

こ
で
も
、
害
は
脆
弱
な
部
分

（
＝
深
夜
や
休
日
）
で
顕
在

化
す
る
と
い
う
原
則
が
当
て

は
ま
る
。

　

後
者
の
よ
う
な
マ
ク
ロ
の
視

点
で
の
潜
在
リ
ス
ク
の
特
定

作
業
は
、
各
診
療
科
の
上
層

部
や
病
院
管
理
部
門
が
、
組

織
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

２
．
リ
ス
ク
へ
の
対
策

　

潜
在
リ
ス
ク
の
洗
い
出
し

作
業
の
ひ
と
つ
が
、
イ
ン
シ
デ

ン
ト
報
告
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
あ
る
。
予
期
せ
ぬ
事
象
が

あ
っ
て
も
、
結
果
的
に
害
に

至
ら
な
かっ
た
場
合
に
は
、
報

告
が
上
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

し
か
し
、
自
然
災
害
に
当
て

は
め
る
と
、
降
雨
量
が
想
定

外
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
ダ
ム
や
河
川
の
水
位
が

予
測
水
位
を
超
え
た
と
い
う

事
実
は
、
ダ
ム
や
河
川
の
決

壊
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
災
害
計
画
の
変
更
を
考

慮
す
る
上
で
必
要
と
な
る
情

報
で
あ
る
。

　

予
定
し
て
い
な
か
っ
た
再
手

術
や
予
測
を
上
回
る
出
血
量

（
＝
輸
血
準
備
量
を
上
回
る

出
血
）
を
イ
ン
シ
デ
ン
ト
報

告
す
る
理
由
は
、
ダ
ム
や
河

川
の
予
測
水
位
が
超
え
た
と

い
う
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
理

由
と
同
じ
で
あ
る
。

　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告
を
エ

ラ
ー
報
告
の
一
種
だ
と
考
え

る
医
療
者
も
多
い
。
実
際
、

厚
生
労
働
省
の
定
義
で
は
、

イ
ン
シ
デ
ン
ト
と
は
、
日
常
診

療
の
場
で
、
誤
っ
た
医
療
行

為
等
が
患
者
に
実
施
さ
れ
る

前
に
発
見
さ
れ
た
も
の
、
あ

る
い
は
、
誤
っ
た
医
療
行
為
等

が
実
施
さ
れ
た
が
、
結
果
と

し
て
患
者
に
影
響
を
及
ぼ
す

に
至
ら
な
かっ
た
も
の
で
あ
り
、

「
誤
り
の
存
在
」
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ク
シ

デ
ン
ト
は
医
療
事
故
に
相
当

す
る
用
語
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
定
義
は
、
提
供

し
た
医
療
に
誤
り
が
無
け
れ

ば
、
結
果
的
に
患
者
に
影
響

が
あ
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
い

う
誤
解
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
患
者
に
と
って
重
要
な
こ

と
は
、
医
療
を
受
け
て
、
望

ま
し
い
結
果
を
得
る
こ
と
で

あ
る
。
リ
ス
ク
管
理
と
は
、

望
ま
し
い
結
果
を
得
る
た
め

に
、
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
こ

と
で
あ
り
、
ヒュ
ー
マ
ンエ
ラ
ー

の
管
理
は
そ
の一部
に
過
ぎ
な

い
。
望
ま
し
い
結
果
を
得
る

た
め
に
は
、
医
療
の
工
程
全

体
を
う
ま
く
管
理
す
る
絶
え

間
な
い
努
力
が
必
要
と
さ
れ

る
。

　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
と
い
う
英
単

語
の
定
義
は
、「
望
ま
な
い
、

あ
る
い
は
、
通
常
と
異
な
る

で
き
ご
と
」
で
あ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
予
測
し
た
結
果

と
実
際
の
結
果
と
の
間
に
乖

離
が
あ
り
、
結
果
が
望
ま
し

く
な
い
場
合
を
指
す
。
予
測

か
ら
乖
離
し
た
結
果
に
な
れ

ば
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
で
あ
る
。

　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告
を

分
析
し
、
予
測
の
精
度
を
高

め
、
状
況
に
応
じ
た
対
策
を

講
じ
る
こ
と
、
対
応
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
医
療
技
術

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
の
２
つ

の
対
策
が
必
要
に
な
る
。
予

測
の
精
度
を
高
め
る
た
め
に

は
、
患
者
要
因
の
検
討
が
不

可
欠
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

医
療
技
術
の
発
達
に
よ
っ

て
、
内
視
鏡
手
術
や
カ
テ
ー

テ
ル
を
用
い
た
血
管
内
治
療

と
い
う
新
た
な
医
療
技
術
が

生
ま
れ
、
従
来
は
手
術
適
応

が
な
か
っ
た
患
者
に
対
す
る

治
療
選
択
肢
が
増
え
た
。
し

か
し
、
ひ
と
た
び
合
併
症
が

生
じ
る
と
重
症
化
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
こ
と
と
表
裏
一
体

で
あ
る
。
従
っ
て
、
医
療
技

術
そ
の
も
の
が
有
す
る
リ
ス

ク
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
患
者

固
有
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
評

価
し
、
医
療
側
の
行
う
リ
ス

ク
低
減
策
と
と
も
に
、
患
者

に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

自
然
災
害
の
リ
ス
ク
を
注

意
喚
起
す
る
際
に
は
、「
予

測
を
超
え
る
降
雨
の
可
能
性

が
あ
り
、
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
」
で
は
な
く
、「
あ
な
た

の
地
域
は
、
〇
〇
川
が
氾
濫

す
る
と
床
上
浸
水
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。」
と
具
体
的

に
伝
え
る
ほ
う
が
、
危
機
意

識
に
つ
な
が
り
や
す
い
。
手

術
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、
動
脈

硬
化
の
進
行
程
度
、
肺
機
能
、

心
機
能
、併
発
症（
合
併
症
）、

年
齢
等
の
潜
在
リ
ス
ク
を
評

価
す
る
。
そ
し
て
、
患
者
に

対
し
、「
こ
の
手
術
の
考
え
得

る
合
併
症
の
ひ
と
つ
に
手
術

時
と
術
後
の
出
血
や
そ
れ
に

伴
う
血
圧
低
下
が
あ
り
、
私

た
ち
は
輸
血
を
準
備
し
、
術

中
と
術
後
の
出
血
に
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

あ
な
た
は
高
度
な
動
脈
狭
窄

を
有
し
て
お
り
、
手
術
時
や

術
後
に
予
測
を
超
え
る
出
血

や
血
圧
低
下
が
あ
っ
た
場

合
、
手
術
し
た
部
位
と
は
別

の
臓
器
に
障
害
が
及
び
、
生

命
に
か
か
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。」
の
よ
う
に
具
体

的
に
説
明
す
る
と
リ
ス
ク
へ

の
認
識
が
得
ら
れ
や
す
い
。

　

患
者
は
、
自
分
の
身
体
の

状
態
や
リ
ス
ク
を
自
ら
認
識

し
て
初
め
て
、
自
己
決
定
権

を
行
使
で
き
る
。

３
．
お
わ
り
に

　

医
療
安
全
管
理
者
と
し

て
、
院
内
の
み
な
ら
ず
、
院

外
の
医
療
事
故
の
調
査
に
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
医
師

一
人
ひ
と
り
が
経
験
す
る
医

療
事
故
を
は
る
か
に
超
え
る

事
故
件
数
を
第
三
者
と
し
て

分
析
・
検
証
し
、「
経
験
」

す
る
中
で
、
潜
在
リ
ス
ク
の

洗
い
出
し
が
重
要
だ
と
気
づ

い
た
。
今
回
の
西
日
本
豪
雨

の
際
、
桂
川
が
氾
濫
を
免
れ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
平

成
25
年
の
嵐
山
地
区
で
の
溢

水
事
故
後
、
１
７
０
億
円
を

か
け
た
河
道
掘
削
工
事
等
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
。

　

治
水
対
策
は
、
過
去
の
災

害
の
情
報
を
糧
に
し
て
、
そ

こ
か
ら
学
び
、
リ
ス
ク
を
認

識
し
、
未
然
に
災
害
を
防
ご

う
と
進
歩
を
遂
げ
て
き
た
。

　

医
療
に
お
け
る
リ
ス
ク
管

理
も
、
治
水
工
事
の
よ
う
に

将
来
を
見
据
え
て
、
安
全
・

安
心
を
得
る
た
め
の
工
程
表

を
作
っ
て
、
計
画
に
基
づ
い

た
対
策
を
立
て
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

医
療
安
全
管
理
部
　
教
授

松
村 

由
美

  

潜
在
リ
ス
ク
へ
の
対
応

　第 70 回西日本医科学生総合体育大会は、三重大学が
総合主幹校を務め、西日本中から44 校が集まり優勝を目指
して覇を競いました。1 万人以上の学生達が日頃の鍛錬の
成果を存分に発揮し大会を盛り上げる中、京都大学も健闘
を見せ一年に一度の大舞台に花を咲かせました。

水泳部
　男子総合 7 位

　今年の水泳部はレベルが年々高くなる中、男子総合 7 位
という成績を残すことができました。男子 400ｍメドレーリレー
では 7 位入賞、200 ｍフリーリレーで 7 位入賞、800 ｍフリー
リレーで 7 位入賞をし、団結力を見せました。また、個人
種目では男子 800 ｍ自由形優勝を含む 4 種目で決勝進出を
果たし大会を盛り上げました。4 月に迎えた新入部員から6
回生まで 1 年間の部員達の頑張りがそれぞれ報われるよう
な大会になりました。この大会を糧にして、来年も好成績を
残せるよう次の 1 年間も互いに切磋琢磨しようと思います。
　他の部活は結果のみ掲載します。

サッカー部　
　1 回戦　京都大学 0 － 3 徳島大学
準硬式野球部　
　1 回戦　京都大学 2 － 3 山口大学
卓球部
　男子　団体　4 位
　女子　団体　5 位
硬式テニス部
　女子　1 回戦　京都大学 0 － 3 久留米大学
　男子　1 回戦　京都大学 3 － 5 広島大学
ソフトテニス部
　男子　1 回戦　京都大学 2 － 3 福井大学
　女子　1 回戦　京都大学 2 － 1 徳島大学
　　　　2 回戦　京都大学 2 － 1 川崎医科大学
　　　　3 回戦　京都大学 2 － 1 関西医科大学
　　　　3 位決定戦　京都大学 0 － 2 長崎大学
バレーボール部
　男子　1 回戦　京都大学 1 － 2 名古屋大学

空手道部
　男子団体　決勝トーナメント進出
バドミントン部
　女子団体　1 回戦　京都大学 2 － 0 名古屋大学
　　　　　　2 回戦　京都大学 2 － 0 産業医科大学
　　　　　　3 回戦　京都大学 2 － 0 久留米大学
　　　　　　4 回戦　京都大学 0 － 2 佐賀大学
　　　　　　ベスト 8
ハンドボール部
　予選　京都大学 17 － 16 奈良県立医科大学
　　　　京都大学 10 － 11 愛媛大学
　予選 2 位通過
　決勝リーグ　京都大学 17 － 21 京都府立医科大学
　　　　　　　ベスト 16
バスケットボール部
　男子　1 回戦　京都大学 72 － 54 島根大学
　　　　2 回戦　京都大学 57 － 58 山口大学
　　　　ベスト 16
陸上部
　男子　フィールド　3 位
ボート部
　総合準優勝

第70回西日本医科学生総合体育大会
水泳男子総合7位、ボート総合準V
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京都市左京区吉田近衛町

京都大学医学研究科事務部 
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Tel.075-753-4695
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京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
だ
よ
り

精
原
幹
細
胞
誘
導
の
基
盤
形
成
へ

i
P
S
か
ら
分
化
誘
導
法
を
確
立

平
成
29
年
度 

若
手
研
究
者
優
秀
論
文
賞
K
M
I
Y
A
受
賞
者
の
言
葉

　

平
成
29
年
度
京
都
大
学
医

学
部
若
手
研
究
者
優
秀
論
文

賞
（
K
M
Y
I
A
）
に
選
考

頂
い
て
、
身
に
余
る
評
価
を

い
た
だ
き
喜
び
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
大
変
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
修
士
課
程

か
ら
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
斎

藤
通
紀
教
授
を
は
じ
め
、
機

能
微
細
形
態
学
分
野
の
研
究

室
の
皆
様
に
深
く
感
謝
致
し

ま
す
。

　

私
は
生
殖
細
胞
の
発
生
機

構
を
解
明
す
る
た
め
に
、
そ

の
発
生
過
程
を
試
験
管
内
で

再
構
成
す
る
研
究
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
受
賞
さ
せ

て
頂
い
た
研
究
内
容
は
、
雄

性
の
生
殖
細
胞
分
化
に
注
目

し
、
多
能
性
幹
細
胞
か
ら
試

験
管
内
に
て
精
原
幹
細
胞
を

誘
導
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

精
原
幹
細
胞
は
、
生
殖
細
胞

の
中
で
唯
一
自
己
複
製
能
を

持
ち
、
子
孫
に
遺
伝
情
報
を

伝
達
す
る
精
子
を
生
涯
に
渡

り
産
生
す
る
細
胞
で
す
。
本

研
究
で
は
、
マ
ウ
ス
多
能
性

幹
細
胞
か
ら
誘
導
し
た
始
原

生
殖
細
胞
様
細
胞
を
、
胎
仔

の
生
殖
巣
体
細
胞
と
共
に
再

凝
集
さ
せ
て
作
製
し
た
「
再

構
成
精
巣
」
内
で
培
養
す
る

こ
と
に
よ
り
、
精
原
幹
細
胞

に
似
た
細
胞
へ
分
化
さ
せ
、

こ
れ
ら
を
精
原
幹
細
胞
株
と

し
て
長
期
培
養
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
得
ら
れ
た

精
原
幹
細
胞
株
は
、
生
殖
細

胞
を
欠
損
し
た
成
体
マ
ウ
ス

の
精
巣
に
移
植
す
る
と
一
部

が
精
子
に
分
化
し
、
そ
れ
ら

精
子
は
健
常
な
産
仔
に
ま
で

寄
与
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
は
、
始
原

生
殖
細
胞
様
細
胞
が
、
長
期

間
培
養
で
き
な
い
、
新
生
仔

精
巣
内
で
し
か
精
子
に
分
化

で
き
な
い
と
い
う
二
つ
の
課

題
を
、
精
原
幹
細
胞
ま
で
分

化
を
進
め
る
こ
と
で
解
決

可
能
に
し
ま
し
た
。
一
方

で
、
樹
立
し
た
精
原
幹
細
胞

の
精
子
寄
与
率
が
低
い
原
因

を
探
索
し
た
結
果
、
精
原
幹

細
胞
形
成
過
程
に
お
け
る
、

D
N
A
メ
チ
ル
化
制
御
異
常

が
、
精
子
形
成
不
全
に
繋
が

る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
精
原
幹
細
胞
の

形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、

D
N
A
メ
チ
ル
化
異
常
に
起

因
す
る
疾
患
の
発
症
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
を
行
い
、
ヒ
ト

多
能
性
幹
細
胞
か
ら
ヒ
ト
精

原
幹
細
胞
を
誘
導
す
る
方
法

論
の
基
盤
を
形
成
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
賞
の
受

賞
を
励
み
に
、
今
後
も
基
礎

研
究
者
と
し
て
日
々
努
力
し
、

邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
京
都
大
学
医

学
部
若
手
研
究
者
優
秀
論
文

賞
K
M
Y
I
A
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
身
に
余
る
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
京
都
大
学
医
学

部
校
友
会
の
方
々
、
御
推
薦

い
た
だ
き
ま
し
た
、
呼
吸
器

内
科
学
平
井
豊
博
教
授
、
指

導
教
官
の
呼
吸
器
疾
患
創
薬

講
座
後
藤
慎
平
特
定
准
教
授
、

並
び
に
関
係
の
諸
先
生
方
に

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
19
年
に
京
都

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
倉

敷
中
央
病
院
で
初
期
・
後
期

研
修
を
過
ご
し
、
呼
吸
器
内

科
医
と
し
て
患
者
さ
ん
と
接

す
る
中
で
、
間
質
性
肺
炎
や

終
末
期
C
O
P
D
な
ど
の

難
治
性
肺
疾
患
の
再
生
に
繋

が
る
研
究
に
関
わ
り
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
当
時
、

ヒ
ト
i
P
S
細
胞
を
用
い
た

呼
吸
器
疾
患
研
究
を
立
ち
上

げ
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
本
学

の
呼
吸
器
内
科
学
教
室
の
扉

を
平
成
24
年
に
叩
き
ま
し
た
。

　

入
学
前
は
、in vitro

の
研

究
は
、
学
部
の
授
業
で
教
わ
っ

た
内
容
以
外
は
、
手
を
付
け

た
こ
と
が
無
い
よ
う
な
私
で

し
た
が
、
研
究
へ
の
真
摯
な

背
中
を
見
せ
続
け
て
下
さ
っ

た
熱
い
指
導
教
官
の
後
藤
先

生
、
夜
中
で
も
気
に
せ
ず
技

術
を
伝
え
て
下
さ
っ
た
先
輩
、

祝
休
日
関
係
な
し
に
培
養
室

で
切
磋
琢
磨
で
き
た
同
級
生

の
仲
間
達
と
、
日
々
を
過
ご

せ
た
お
か
げ
で
、
1
年
半
ほ

ど
で
ベ
ー
ス
と
な
る
技
術
・

知
識
を
習
得
で
き
、
自
分
自

身
の
テ
ー
マ
を
選
定
・
開
始

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
と
し
て
は
、
私
達
の

研
究
グ
ル
ー
プ
の
先
行
成
果

の
一
部
で
あ
る
ヒ
ト
i
P
S

細
胞
か
ら
気
道
・
肺
胞
上
皮

の
前
駆
細
胞
で
あ
るN

X
K

2-1

陽
性
腹
側
前
方
前
腸
を
分
化

誘
導
・
単
離
す
る
、
と
い
う

ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
、
中
枢

気
道
を
構
成
す
る
機
能
的
な

成
熟
し
た
気
道
上
皮
細
胞
を

分
化
誘
導
す
る
、
と
い
う
も

の
で
、
マ
ウ
ス
の
発
生
学
的

知
見
や
、
海
外
の
他
研
究
室

の
未
成
熟
な
気
道
上
皮
細
胞

を
分
化
誘
導
し
た
既
報
を
参

考
に
検
討
を
行
い
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
時
間
を
か
け
て

も
1
年
ほ
ど
は
、
ほ
と
ん
ど

結
果
が
出
ず
に
、
失
意
の
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
フ
ィ
ー
ダ
ー
フ
リ
ー
で

N
K

X
2-1

陽
性
腹
側
前
方
前
腸

細
胞
を
3
次
元
培
養
す
る
方

　

こ
の
度
は
、
京
都
大
学
医

学
部
若
手
研
究
者
優
秀
論
文

賞
受
賞
の
栄
誉
を
賜
り
、
誠

に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
身
に
余
る
賞
を
い
た

だ
き
、
研
究
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
岩
井
一
宏
教
授
を

は
じ
め
、
細
胞
機
能
制
御
学

講
座
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本

研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
解
析
や

組
織
標
本
作
成
な
ど
の
研
究

　

こ
の
度
は
平
成
29
年
度
京

都
大
学
医
学
部
若
手
研
究
者

優
秀
論
文
賞 

K
M
Y
I
A

を
頂
き
、
大
変
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
ご
指
導
頂
き
ま
し
た

松
田
道
行
教
授
を
は
じ
め
研

究
室
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
賞
を
頂
い
た
論
文

は
、
細
胞
内
シ
グ
ナ
ル
伝

達
因
子
の
一
つ
で
あ
る

T
ransform

ing grow
th 

factor-β
 activated 

kinase 1
 （T

A
K

1

）
に
関

す
る
研
究
で
す
。TA

K
1

は
、

清
水
　
覚
司

高
岡
　
沙
織

博
士
課
程
医
学
専
攻

（
麻
酔
科
学
分
野
）

4
回
生
（
論
文
投
稿
時
）

医
学
部
医
学
科

（
病
態
生
物
医
学
分
野
）

3
回
生
（
論
文
投
稿
時
）

新
し
い
研
究
分
野
の
開
拓
、
肌
で

T
A
K
1
活
性
の
可
視
化
に
成
功

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
医

学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
の
皆

様
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
麻
酔
科
医
と
し
て
の

勤
務
経
験
か
ら
、
周
術
期
の
侵

害
侵
襲
に
対
す
る
生
体
反
応

の
制
御
や
、
重
症
敗
血
症
の
生

命
予
後
・
機
能
予
後
の
改
善
に

は
、
個
体
レ
ベ
ル
・
臓
器
レ

ベ
ル
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け

で
な
く
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
の

理
解
に
基
づ
く
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
も
必
要
だ
と
考
え
、
京

都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

に
進
学
し
、
細
胞
機
能
制
御

学
講
座
の
岩
井
一
宏
教
授
の

研
究
チ
ー
ム
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
岩
井
教

授
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ユ

ビ
キ
チ
ン
修
飾
系
の
研
究
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
ユ
ビ

キ
チ
ン
分
子N

末
端
側
の
メ

チ
オ
ニ
ン
を
介
し
た
直
鎖
状

ポ
リ
ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
を
選
択

的
に
生
成
す
る
ユ
ビ
キ
チ
ン

リ
ガ
ー
ゼ
・LU

BA
C(Linear 

U
biquitin Chain A

ssem
bly 

Com
plex)

を
同
定
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、LU

BA
C

はT
N

F-α

刺
激
依
存
的
に

IK
K

複
合
体
のN

EM
O

を

直
鎖
状
ポ
リ
ユ
ビ
キ
チ
ン
化

す
る
こ
と
でIK

K

複
合
体
を

活
性
化
し
、N

F- κB

活
性
化

に
関
与
す
る
こ
と
を
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
近
年
、LU

BA
C

平成 30 年 5月12日（土）に第6 回キャンパスツアーを行いました。（続きは次号に
掲載予定）

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
細
胞
死
抑
制

に
も
関
与
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、LU

BA
C

の
機

能
解
析
が
精
力
的
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。LU

BA
C

は
、

活
性
中
心
を
有
す
るH

O
IP

と
、
二
つ
の
制
御
性
分
子
で
あ

るSH
A

RPIN

とH
O

IL-1L

か
ら
な
り
ま
す
。本
研
究
で
は
、

SH
A

RPIN

とH
O

IL-1L

と

は
相
同
性
の
高
い
機
能
的
ド

メ
イ
ン
を
有
す
る
も
の
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
子
を
欠
損
し
た

マ
ウ
ス
の
表
現
型
が
大
き
く

異
な
る
こ
と
に
着
目
し
、
両
分

子
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
細
胞
死
抑

制
に
お
い
て
果
た
す
機
能
的

差
異
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

岩
井
教
授
の
研
究
室
で
は
、

研
究
チ
ー
ム
の
仲
間
と
積
極

的
に
議
論
を
し
な
が
ら
研
究

結
果
の
解
釈
に
つ
い
て
議
論

を
重
ね
、
新
し
い
知
見
を
積
み

重
ね
て
い
く
と
い
う
研
究
の

醍
醐
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
岩
井
教
授
の
研
究

チ
ー
ム
が
、
世
界
中
の
誰
も
知

ら
な
か
っ
た
全
く
新
し
い
ユ

ビ
キ
チ
ン
リ
ガ
ー
ゼ
を
同
定

し
、
新
し
い
研
究
分
野
を
切
り

開
い
て
い
く
過
程
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

何
物
に
も
代
え
難
い
貴
重
な

経
験
で
す
。
ま
た
、
目
の
前
の

現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
徹

底
的
に
疑
問
を
追
究
す
る
と

い
う
研
究
者
と
し
て
の
在
り

方
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
大
学
院
生
と

し
て
学
ん
だ
こ
と
を
私
自
身

の
研
究
活
動
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

法
を
確
立
で
き
、
成
熟
し
た

動
的
繊
毛
上
皮
細
胞
を
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
た
め
に
適

切
な
遺
伝
子
を
選
定
で
き
た

こ
と
で
研
究
の
端
緒
を
掴
む

こ
と
が
で
き
、
大
学
院
3
回

生
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
培

養
デ
ィ
ッ
シ
ュ
上
で
動
き
回

る
分
化
誘
導
し
た
動
的
繊
毛

上
皮
細
胞
を
初
め
て
確
認
で

き
、
喜
び
で
思
わ
ず
叫
ん
で

し
ま
っ
た
瞬
間
は
一
生
忘
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
繊
毛
上

皮
細
胞
の
機
能
評
価
を
専
門

と
す
る
大
阪
大
学
月
田
研
究

室
で
分
化
誘
導
し
た
細
胞
の

機
能
評
価
を
行
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
ヒ
ト
i
P
S
細
胞
か

ら
機
能
的
な
気
道
繊
毛
上
皮

細
胞
と
肺
小
細
胞
癌
のorigin

と
さ
れ
る
神
経
内
分
泌
細
胞

を
初
め
て
分
化
誘
導
す
る
こ

と
に
成
功
・
報
告
致
し
ま
し

た
。
こ
の
成
果
は
、
再
生
医

療
で
の
人
工
気
管
のscaffold

上
に
播
種
で
き
る
細
胞
と
し

て
の
需
要
や
、
原
発
性
繊
毛

機
能
不
全
症
や
嚢
胞
性
線
維

症
な
ど
の
遺
伝
性
希
少
疾
患

の
診
断
や
治
療
に
繋
が
る
疾

患
モ
デ
リ
ン
グ
に
応
え
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
、
大
学
院

の
後
輩
の
先
生
が
行
っ
て
い

る
後
続
研
究
に
現
在
、
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
を
誇
り
に
、
そ

し
て
励
み
に
、
今
後
も
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
度
は
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

炎
症
や
免
疫
応
答
、
細
胞
死

を
制
御
す
る
因
子
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
でT

A
K

1

活
性
を
生
き
た
細
胞
・
組
織

内
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
可

視
化
す
る
こ
と
は
困
難
で

し
た
。
本
研
究
で
は
フ
ェ

ル
ス
タ
ー/

蛍
光
共
鳴
エ

ネ
ル
ギ
ー
移
動 

（Förster/
fluorescence resonance 
en

erg
y

 tran
sfer

、

FRET

）
の
原
理
に
基
づ
く

バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て

T
A

K
1

活
性
の
可
視
化
を
試

み
、
そ
し
て
生
き
た
マ
ウ
ス

体
内
で
増
殖
す
る
腫
瘍
の
観

察
に
応
用
し
ま
し
た
。

　

ま
ずT

A
K

1
活
性
を
検
出

す
る
新
規FRET

バ
イ
オ
セ

ン
サ
ー
を
開
発
し
、
培
養
細

胞
実
験
で
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー

の
感
度
・
特
異
度
を
検
証
し

ま
し
た
。
次
に
本
バ
イ
オ
セ

ン
サ
ー
をin vivo im

aging

に
応
用
し
、
硝
子
と
磁
石

で
作
成
し
たim

aging 
w

indow

を
使
っ
て
、
マ
ウ

ス
皮
下
に
移
植
し
た
腫
瘍
を

二
光
子
励
起
顕
微
鏡
で
数

日
に
わ
た
っ
て
観
察
で
き

る
実
験
系
を
確
立
し
ま
し

た
。Im

aging w
indow

下

にLew
is lung carcinom

a 
3LL

細
胞
を
移
植
し
た
と
こ

ろ
、
腫
瘍
塊
の
中
心
部
か
ら

辺
縁
部
に
か
け
てT

A
K

1

活
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
先
行
研
究
に
お
い
て

polyinosinic-polycytidylic 
acid （polyI:C

）
投
与
に
よ
り

腫
瘍
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
時
に
腫
瘍
塊
内
のT

A
K

1

活
性
が
一
様
に
上
昇
す
る
様

子
を
観
察
す
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
は
、TA

K
1

バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
腫

瘍
が
受
け
る
免
疫
学
的
ス
ト

レ
ス
を
可
視
化
で
き
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
にFRET

バ
イ
オ
セ
ン

サ
ー
と
二
光
子
励
起
顕
微
鏡

を
用
い
たin vivo im

aging

の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
生
き
た
組
織
内

で
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
研
究
が

さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
本
研
究

成
果
はCancer Science

誌

の
表
紙
を
飾
り
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
入
学
直
後
に
基

礎
医
学
研
究
に
強
く
惹
か

れ
、
M
D
研
究
者
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
の
下
、
松

田
道
行
教
授
の
研
究
室
に
通

い
始
め
ま
し
た
。
学
部
生
の

う
ち
か
ら
実
験
や
ポ
ス
タ
ー

発
表
、
論
文
執
筆
を
経
験
さ

せ
て
頂
き
、
将
来
は
基
礎
医

学
研
究
者
を
目
指
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞

を
大
い
な
る
励
み
と
し
て
、

医
学
の
発
展
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
邁
進
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
末
筆

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
京
都

大
学
医
学
部
教
育
研
究
支
援

基
金 (

K
M
S-

F
U
N
D)

に
御
寄
附
頂
い
た
方
々
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
校
友
会
の
更
な
る
ご
発

展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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稲垣暢也病院長の学術講演があった和歌山支部総会

松田秀一教授の特別講演などが行われた阪神支部総会

平
成
30
年
２

月
４
日（
日
）、

ホ
テ
ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
に

て
、
平
成
２9
年
度
芝
蘭
会
和

歌
山
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
井
上
先
生
の
座

長
・
司
会
の
も
と
、
支
部
長

で
あ
る
平
岡
先
生
か
ら
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
学
術
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
演
は
京
都
大
学
医

学
部
附
属
病
院
糖
尿
病
・
内

分
泌
・
栄
養
内
科
教
授
で
院

長
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
稲
垣
暢
也

先
生
に
よ
る
、「
糖
尿
病
を

と
り
ま
く
最
近
の
話
題
」
に

つい
て
の
お
話
で
し
た
。

　

日
本
の
糖
尿
病
患
者
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
境
界

型
も
含
め
る
と
約
2
千
万
人

に
も
な
り
ま
す
。
合
併
症
と

し
て
は
腎
症
、
眼
症
、
神
経

症
、
大
血
管
障
害
が
あ
り
、

人
工
透
析
の
導
入
の
原
因
第

1
位
で
あ
り
、
失
明
の
原
因

第
3
位
、
足
切
断
の
原
因
や

大
血
管
障
害
の
リ
ス
ク
は
健

常
者
と
比
べ
３
倍
に
も
な
り

ま
す
。
日
本
人
は
イ
ン
ス
リ
ン

の
分
泌
が
欧
米
よ
り
も
少
な

く
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
も

糖尿病テーマに稲垣院長講演

臨床医療懇話会で四つの講演

【
和
歌
山
】 支

部
だ
よ
り小

さ
い
で
す
が
、
生
活
習
慣

の
欧
米
化
に
よ
り
イ
ン
ス
リ
ン

の
抵
抗
性
が
上
昇
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果

日
本
人
は
２
型
糖
尿
病
に
な

り
や
す
い
の
が
現
状
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
治
療
薬
と
し
て

最
初
に
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進

薬
で
あ
る
S
U
薬
が
最
初

に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
A
T
P
依
存
性
K
チ
ャ

ネ
ル
の
S
U
受
容
体
に
作
用

し
ま
す
。
し
か
し
、
副
作
用

と
し
て
低
血
糖
が
あ
り
ま
す
。

2
0
0
9
年
に
イ
ン
ク
レ
チ
ン

関
連
薬
と
い
う
も
の
が
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
イ
ン
ク
レ
チ
ン
と

呼
ば
れ
る
G
I
P
、
G
L
P

－
1
が
分
泌
さ
れ
る
と
β
細
胞

に
血
糖
値
が
高
い
時
の
み
作
用

し
イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
さ
せ
ま

す
。
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
に

は
G
L
P
－
1
受
容
体
作
動

薬
と
D
P
P
－
4
阻
害
薬
が

あ
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
の

低
い
ア
ジ
ア
人
に
よ
り
効
果
が

高
く
、
現
在
D
P
P
－
4
阻

害
薬
が
日
本
人
の
第一選
択
薬

と
なって
い
ま
す
。

　

次
に
年
齢
と
心
血
管
イ
ベ

ン
ト
発
生
率
の
関
係
に
つ
い

て
の
話
と
な
り
ま
し
た
。
臨

床
研
究
に
よ
り
糖
尿
病
と
急

性
心
筋
梗
塞
（
A
M
I
）
の

既
往
の
人
が
新
血
管
イ
ベ
ン

ト
を
起
こ
し
や
す
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か

一
方
で
も
糖
尿
病
患
者
と
心

A
M
I
の
既
往
の
あ
る
人
と

で
は
同
じ
く
ら
い
の
リ
ス
ク
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
って
き
ま
し

た
。
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
が

心
血
管
イ
ベ
ン
ト
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
期

待
が
あ
り
、
大
規
模
臨
床
試

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
結

果
と
し
て
は
プ
ラ
セ
ボ
群
と

比
較
し
て
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

や
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
の
改
善
は
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
心
血
管
イ

ベ
ン
ト
に
は
優
越
性
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

S
G
L
T
2
阻
害
薬
と
い
う

新
し
い
薬
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
糖
は
糸
球
体
で
濾
過
さ

れ
原
尿
へ
S
G
L
T
1
、
2

で
再
吸
収
を
行
い
ま
す
。
こ

の
薬
は
S
G
L
T
2
を
阻

害
す
る
こ
と
で
糖
を
尿
中
に

排
泄
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

特
徴
と
し
て
は
血
糖
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
イ
ン
ス
リ
ン
の
状
態
に

よ
ら
な
い
、体
重
、内
臓
脂
肪
、

血
圧
、
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
を

下
げ
、
H
D
L
－コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
上
げ
ま
す
。
た
だ
し

糖
尿
病
の
病
態
を
直
接
的
に

改
善
は
し
ま
せ
ん
。
位
置
付

け
と
し
て
は
体
重
を
下
げ
る
、

低
血
糖
を
起
こ
さ
な
い
薬
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
副

作
用
と
し
て
脱
水
、
尿
路
感

染
、
糖
尿
病
ケ
ト
ア
シ
ド
ー

シ
ス
、
体
重
や
タ
ン
パ
ク
減
少

に
よ
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
が
あ
り

ま
す
。
S
G
L
T
2
阻
害

薬
に
対
し
て
も
大
規
模
臨
床

試
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
主

要
有
害
血
管
イ
ベ
ン
ト
、
特

に
心
血
管
死
の
リ
ス
ク
が
有

意
に
下
が
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
腎
複
合
イ

ベ
ン
ト
も
有
意
に
抑
制
さ
れ

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

現
在
糖
尿
病
の
経
口
血
糖
降

下
薬
と
し
て
は
D
P
P
－
4

阻
害
薬
が
一
番
使
わ
れ
て
お

り
、
S
U
薬
が
低
下
傾
向
、

S
G
L
T
2
阻
害
薬
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
糖
尿
病
の

70
%
以
上
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
合
併
予
防
と
し
て

H
b
A
1
c
を
7
%
以
下

に
す
る
事
が
目
標
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
患
者
の
状
態
に
応

じ
て
個
別
に
設
定
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
齢

者
糖
尿
病
患
者
は
イ
ン
ス
リ

ン
の
低
下
や
低
血
糖
に
よ
る

認
知
機
能
の
低
下
、
食
事
制

限
、
薬
物
な
ど
に
よ
り
サ
ル
コ

ペニ
ア
に
な
り
や
す
く
、
要
介

護
に
な
る
可
能
性
が
高
い
そ

う
で
す
。
75
歳
以
上
の
要
介

護
原
因
と
し
て
、
１
番
に
脳

血
管
障
害
が
あ
り
、
続
い
て

虚
弱
、
転
倒
・
骨
折
が
続
き

こ
れ
ら
は
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
密

接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
タ
ン
パ
ク
質

を
1~

1
・
2
g
／
K
g

／
体
重
の
摂
取
と
運
動
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

高
齢
者
糖
尿
病
治
療
と
し
て

65
歳
以
下
で
は
肥
満
の
是
正
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
た
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
、
75
歳
以
上
で

は
サ
ル
コペニ
ア
の
予
防
と
し
て

食
事
制
限
を
行
わ
ず
タ
ン
パ
ク

質
を
取
る
よ
う
に
、
65~

75

歳
で
は
患
者
の
個
人
差
が
激

し
い
た
め
個
別
に
設
定
し
て

治
療
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
の

こ
と
で
す
。
最
後
に
糖
尿
病

の
治
療
と
は
健
常
者
と
変
わ

ら
な
い
Q
O
L
の
維
持
を
す

る
た
め
に
合
併
症
の
予
防
を
行

っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
そ
の

ま
ま
隣
に
席
を
移
し
て
総
会

と
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
会
計
報
告
が

行
わ
れ
、
そ
れ
に
続
い
て
稲

垣
先
生
か
ら
京
大
病
院
の
現

状
に
つい
て
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
懇
親
会
の
途
中
で
は

参
加
さ
れ
た
先
生
方
が
順
番

に
自
己
紹
介
を
さ
れ
、
先
生

方
か
ら
も
親
し
く
接
し
て
頂

い
て
非
常
に
和
や
か
な
雰
囲

気
で
楽
し
く
会
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
会
に
お
招
き
く
だ

さ
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
意
を

も
って
和
歌
山
支
部
の
報
告
を

終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
6
回
生　

井
上
大

志
）

平
成
30
年
6
月

16
日
（
土
）、
都

ホ
テ
ル
ニュ
ー
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
に

て
平
成
30
年
度
芝
蘭
会
阪
神

支
部
総
会
な
ら
び
に
第
14
回

阪
神
臨
床
医
療
懇
話
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
永
井
博
之
先
生

の
司
会
の
も
と
、
平
成
29
年

度
芝
蘭
会
阪
神
支
部
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
藤
原
久
義

先
生
に
よ
る
支
部
長
挨
拶
と

物
故
会
員
へ
の
黙
祷
が
行
わ

れ
、
会
計
報
告
や
監
査
報
告
、

【
阪
神
】

次
回
阪
神
支
部
総
会
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
14
回
阪
神
臨
床

医
療
懇
話
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
般
演
題
で
は
、
三
つ

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の
講
演
は
遠
谷
眼

科
院
長
の
遠
谷
茂
先
生
に
よ
る

「
白
内
障
手
術
で
老
眼
を
治

す
―
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
の

医
療
従
事
者
へ
の
適
応
」
と

題
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
多

焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
は
遠
近
両

用
の
レ
ン
ズ
で
、
白
内
障
と
同

時
に
老
眼
が
治
る
こ
と
が
あ

る
一
方
、
光
が
散
乱
し
眩
し

い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
適
切
な
レ
ン

ズ
を
選
ぶ
こ
と
で
、
医
療
従

事
者
が
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ

の
白
内
障
手
術
を
受
け
て
も

こ
れ
ま
で
通
り
診
察
も
手
術

も
で
き
る
と
お
っ
し
ゃって
い
ま

し
た
。

　

二
つ
目
の
講
演
は
兵
庫

県
立
尼
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
科

長
の
中
村
嘉
夫
先
生
に
よ
る

「
S
G
L
T
2
阻
害
薬
の
可

能
性
に
つい
て
」
と
題
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
S
G
L
T
2

阻
害
薬
は
唯
一の
体
重
減
少

を
も
た
ら
す
経
口
血
糖
降

下
薬
で
す
。
S
G
L
T
2

阻
害
薬
は
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗

性
を
改
善
す
る
だ
け
で
は

な

く
、
N
A
F
L
D
（
非

ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾

患
）
の
改
善
傾
向
が
あ
り

N
A
S
H
（
非
ア
ル
コ
ー
ル

性
脂
肪
性
肝
炎
）
へ
の
進
展

抑
制
の
効
果
も
期
待
さ
れ
る

こ
と
、
心
血
管
・
腎
合
併
症

に
対
し
好
影
響
を
も
た
ら
す

と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
つ
目
の
講
演
は
兵
庫
県

立
尼
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
整
形

外
科
医
長
の
木
村
浩
明
先
生

に
よ
る
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患

者
に
対
す
る
腰
椎
手
術
」
と

題
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
で
は
筋

強
剛
に
よ
り
姿
勢
異
常
が
起

き
る
た
め
、
脊
椎
手
術
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

成
績
が
不
良
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
腰
椎
前

弯
を
形
成
し
強
固
に
固
定
す

る
こ
と
、
骨
折
リ
ス
ク
に
注

意
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
だ

と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
一
般
演
題
に
続
い

て
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
京
都
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
整
形
外
科
学
教
授
の

松
田
秀
一
先
生
に
よ
る
「
関

節
疾
患
治
療
の
最
前
線
」
と

題
し
た
講
演
で
し
た
。

　

変
形
性
膝
関
節
症
は
日
本

で
2
0
0
0
万
人
以
上
の

患
者
が
い
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
変
形
性
膝
関
節
症
の
約

7
割
は
手
術
を
せ
ず
に
保
存

治
療
で
対
処
で
き
る
そ
う
で

す
。
保
存
治
療
と
し
て
は
、

力
学
的
負
荷
の
軽
減
・
滑
膜

炎
に
対
す
る
抗
炎
症
治
療
・

関
節
軟
骨
の
変
性
抑
制
と
い

う
3
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つい
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
力
学
的
負
荷
の
軽
減

と
し
て
、
減
量
と
大
腿
四
頭

筋
強
化
訓
練
・
有
酸
素
運
動

が
あ
り
ま
す
。
減
量
を
す
る

こ
と
で
軟
骨
変
性
の
ダ
メ
ー

ジ
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
変
形
性
膝
関
節
症
の

患
者
は
歩
行
機
能
が
低
下
す

る
た
め
、
心
血
管
障
害
に
よ

り
死
亡
リ
ス
ク
が
高
い
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
工
膝

関
節
置
換
術
を
受
け
た
患
者

で
は
心
血
管
系
合
併
症
の
リ

ス
ク
が
下
が
っ
た
と
い
う
研
究

が
あ
り
、
運
動
は
重
要
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
30

分
以
上
歩
行
す
る
と
痛
み
が

出
る
の
で
、
15
分
歩
き
1
時

間
休
み
再
び
15
分
歩
く
と
い

う
よ
う
な
運
動
を
先
生
は
推

奨
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

関
節
軟
骨
の
変
性
を
抑
制

す
る
方
法
と
し
て
は
、
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
注
入
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ス
タ
チ
ン
は
ま

だ
研
究
段
階
で
す
が
、
関
節

内
に
投
与
す
る
こ
と
で
変
形

性
膝
関
節
症
を
予
防
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
チ

ン
に
よ
っ
て
マ
ウ
ス
の
軟
骨

無
形
成
症
が
回
復
し
た
と
い

う
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

抗
炎
症
治
療
と
し
て
は

N
S
A
I
D
s
、
ス
テ
ロ

イ
ド
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

N
S
A
I
D
s
は
関
節
内
の

炎
症
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
副
作
用
に
腎
障
害

が
あ
る
の
で
内
服
と
し
て
の

使
用
期
間
は
短
く
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
再
生
医
療
に
つ
い

て
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

骨
や
軟
骨
に
な
る
間
葉
系
幹

細
胞
を
関
節
内
に
注
入
す
る

と
い
う
治
療
が
既
に
行
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、

間
葉
系
幹
細
胞
か
ら
細
胞
凝

集
体
を
作
り
、
任
意
の
立
体

構
造
体
を
作
る
と
い
う
方
法

も
研
究
中
だ
そ
う
で
す
。
現

在
の
課
題
と
し
て
は
、
幹
細

胞
の
た
め
に
多
く
の
組
織
を

採
取
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
・

時
間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
先
生
は

再
生
医
療
の
可
能
性
を
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

変
形
性
膝
関
節
症
が
増
悪

す
る
危
険
性
が
高
い
と
き
、

通
常
の
保
存
療
法
で
効
果
が

得
ら
れ
な
い
と
き
は
手
術
療

法
を
検
討
し
ま
す
。
手
術
療

法
に
は
人
工
膝
関
節
置
換
術

が
あ
り
、
正
確
に
人
工
膝
関

節
を
設
置
す
る
た
め
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョン
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
病
院

も
あ
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

人
工
膝
関
節
置
換
術
を
受
け

た
患
者
の
約
2
割
が
満
足
し

て
い
な
い
と
い
う
結
果
が
あ

り
、
京
大
病
院
で
は
正
常
に

近
い
動
き
を
求
め
る
た
め
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ

ン
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
京
大
病
院
の
人

事
・
施
設
・
病
棟
や
医
学
部

の
カ
リ
キ
ュラ
ム
な
ど
京
大
病

院
・
医
学
部
の
現
況
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
、
講
演
は
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
会
場
を

移
し
、
情
報
交
換
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
先

生
方
の
自
己
紹
介
や
近
況
報

告
が
行
わ
れ
、
多
く
の
先
生

方
が
我
々
雑
誌
部
員
に
も
話

し
か
け
て
く
だ
さ
り
、
非
常
に

有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
会
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら

も
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
会

に
お
招
き
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
し
、
平
成
30
年
度
芝
蘭

会
阪
神
支
部
総
会
・
第
14
回

阪
神
臨
床
医
療
懇
話
会
の
報

告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（
文
責
：
5
回
生　

勝
嶌
千

裕
）
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平
成
30
年
６
月

24
日
（
日
）、
岐

阜
キ
ャ
ッ
ス
ル
イ
ン
に
て
、

平
成
30
年
度
芝
蘭
会
岐
阜
支

部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
は
じ
め
に
岐
阜
支
部
長

で
あ
る
清
水
先
生
よ
り
挨
拶

が
あ
っ
た
後
、
冨
田
先
生
の

進
行
の
も
と
で
学
術
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
は
京

都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

内
科
学
講
座
・
消
化
器
内
科

学
分
野
教
授
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
妹
尾
浩
先
生
に
よ
る
「
消

化
器
疾
患
の
最
近
の
ト
レ
ン

ド
」
に
つ
い
て
の
お
話
で
し

た
。

　

先
生
は
初
め
に
、
ポ
ス
ト

ピ
ロ
リ
時
代
に
お
け
る
胃
が

ん
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
ず
ピ
ロ
リ
菌

が
胃
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
疾
患

の
原
因
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
触
れ
た
後
、
現
在
日
本
で

は
高
齢
化
に
よ
り
胃
が
ん
患

者
の
絶
対
数
は
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染

率
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

と
、
除
菌
成
績
が
向
上
し
て

い
る
こ
と
、
さ
ら
に
日
本
人

が
検
査
に
前
向
き
で
あ
り
早

期
発
見
が
可
能
で
あ
る
と
い

平
成
30
年
７
月

14
日
、Ｊ
Ｒ
ホ

テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松
に
て

平
成
30
年
度
芝
蘭
会
香
川
支

部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。は
じ
め
に
、香
川
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
所
長
の
本
田

豊
彦
先
生
に
よ
る
「
輸
血
後

肝
炎
対
策
の
成
果
と
課
題
」

に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。ま
ず
本
田
先
生
は

輸
血
後
肝
炎
の
診
断
基
準
、

分
類
を
説
明
さ
れ
た
後
、輸

血
後
肝
炎
の
発
生
頻
度
が
現

在
の
値
ま
で
下
が
っ
た
経
過

妹尾浩先端学術講演があった岐阜支部総会

本田豊彦、妹尾浩の両氏の講演が行われた香川支部総会

消化器疾患をわかりやすく説明

輸血後肝炎などテーマに講演

支
部
だ
よ
り

【
岐
阜
】

【
香
川
】

う
こ
と
か
ら
、
今
後
胃
が
ん

に
よ
る
死
亡
者
数
は
徐
々
に

減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ゲ
ノ
ム
、
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
に
よ

る
胃
が
ん
の
分
類
に
つ
い
て

の
話
や
、
ピ
ロ
リ
菌
未
感
染

者
の
胃
が
ん
が
希
少
症
例
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
症
例
や
デ
ー
タ
を
用
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
ポ
ス
ト
ピ
ロ
リ
時

代
に
お
い
て
、
ア
ス
ピ
リ
ン

や
N
S
A
I
D
s
に
よ
る

消
化
管
粘
膜
障
害
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
出
血
性
胃
潰

瘍
の
病
因
が
以
前
に
比
べ

て
ピ
ロ
リ
菌
に
よ
る
割
合

が
減
少
し
、
ア
ス
ピ
リ
ン

やN
SA

ID
s

に
よ
る
割
合

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
ア
ス
ピ
リ
ン
の
服
用
が

虚
血
性
心
疾
患
の
治
療
後
再

発
を
減
少
さ
せ
、
消
化
管
出

血
疾
患
の
割
合
を
増
加
さ
せ

て
い
る
こ
と
を
、
デ
ー
タ

を
用
い
て
わ
か
り
す
く
説

明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

N
S
A
I
D
s
の
副
作
用

に
よ
る
死
亡
者
数
の
デ
ー
タ

を
提
示
さ
れ
、
こ
う
し
た
問

題
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
に
身
近

な
生
活
習
慣
病
と
腸
疾
患
の

関
連
に
つ
い
て
と
大
腸
が
ん

の
予
防
策
に
つ
い
て
お
話

し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

ず
I
B
D
患
者
数
の
デ
ー

タ
か
ら
、
炎
症
性
腸
疾
患
の

増
加
が
世
界
的
ト
レ
ン
ド
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次

に
大
腸
が
ん
の
一
次
予
防
と

し
て
野
菜
や
果
物
、
運
動
に

よ
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
お

話
と
、
二
次
予
防
と
し
て
内

視
鏡
検
査
を
す
る
こ
と
で
大

腸
が
ん
の
発
生
は
３
分
の
１

程
度
ま
で
予
防
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
、

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
大
腸
が

ん
検
診
率
の
デ
ー
タ
と
と
も

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
お
話
は
私
た
ち
学
生
に
と
っ

て
も
非
常
に
わ
か
り
や
す

く
、
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
妹
尾
先
生

が
芝
蘭
会
か
ら
の
報
告
と
い

う
こ
と
で
、
現
在
の
京
都
大

学
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
の

お
話
が
あ
っ
た
後
、
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
山
田
先
生
か

ら
、
事
業
報
告
、
会
計
報
告

が
あ
り
、
芝
蘭
会
岐
阜
支
部

役
員
に
つい
て
の
お
話
と
岐
阜

支
部
の
今
後
の
運
営
に
つい
て

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
総

会
の
後
は
写
真
撮
影
を
行
い
、

そ
の
後
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
懇
親
会
の
中
で
は
、

た
く
さ
ん
の
先
生
方
が
私
た

ち
学
生
に
も
話
し
か
け
て
く

だ
さ
り
、
現
在
の
大
学
の
様

子
や
、新
し
く
な
っ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
興
味
を
持

た
れ
、
昔
の
大
学
の
様
子
に

つ
い
て
も
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
非
常
に
た
め
に

な
る
お
話
も
多
く
聞
く
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
和
や
か
な

雰
囲
気
で
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し

て
宴
も
た
け
な
わ
と
な
り
、

会
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
会
に
お
招
き
く

だ
さ
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の

意
を
も
っ
て
岐
阜
支
部
の
報

告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。(

文
責
：
２
回
生　

森
田 

瑛
）

を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。日

本
に
お
け
る
輸
血
後
肝
炎

の
発
生
頻
度
は
第
二
次
世

界
大
戦
後
50
・
9
％
で
し
た

が
、売
血
制
度
か
ら
献
血
制

度
に
移
行
し
て
16
・
２
％
に

激
減
し
ま
し
た
。そ
こ
か
ら

H
B
s
抗
原
検
査
、２
０
０

ml
献
血
か
ら
４
０
０
ml
献

血
へ
の
移
行
、H
B
c
抗
体

検
査
及
び
H
C
V
抗
体
検

査
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で

０
・
48
％
に
ま
で
低
下
し
ま

し
た
。そ
れ
で
もw

indow

期
、低
濃
度
キ
ャ
リ
ア
の
存

在
に
よ
り
防
ぐ
こ
と
の
で
き

な
い
感
染
が
あ
り
ま
し
た

が
、N
A
T
検
査
の
導
入
、

H
B
c
抗
体
価
の
基
準
強

化
に
よ
っ
てw

indow

期
、

既
往
感
染
か
ら
の
感
染
も
減

少
し
、近
年
は
輸
血
後B

型

肝
炎
、Ｃ
型
肝
炎
は
ほ
と
ん

ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
輸
血
後E

型

肝
炎
が
増
加
し
、死
亡
例
も

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
と
本
田
先
生

は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。Ｅ
型
肝
炎
に
つ
い
て
の

説
明
、世
界
の
H
E
V
対
策

を
お
話
し
さ
れ
た
後
、日
本

で
は
今
後
の
対
策
と
し
て

N
A
T
検
査
に
H
E
V
を

加
え
る
準
備
が
実
用
化
に
向

け
て
行
わ
れ
て
い
る
と
し
て

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、京
都
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
消
化
器
内
科
学

の
妹
尾
浩
教
授
に
よ
る
「
消

化
管
疾
患
の
最
近
の
ト
レ
ン

ド
」に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。消
化
管
疾
患
に

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
も

の
と
し
て
、一
つ
目
に
ポ
ス
ト

ピ
ロ
リ
時
代
の
胃
癌
に
つ
い
て

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
の
感
染
率
は

年
々
減
少
し
、そ
れ
に
伴
い
胃

癌
も
減
って
い
く
と
予
想
さ
れ

る
が
、胃
癌
の
絶
対
数
は
増
え

て
い
る
。こ
れ
は
ピ
ロ
リ
菌
感

染
率
の
高
い
高
齢
者
胃
癌
の

増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

日
本
で
は
胃
の
検
診
率
は
高

く
早
期
発
見
が
可
能
で
、ま

た
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
に
よ
り

胃
癌
は
抑
制
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、胃
癌
に
よ
る
死
亡

者
数
は
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
て

い
な
い
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、ピ
ロ
リ
菌
の
未
感
染
胃

癌
に
つ
い
て
の
症
例
を
C
T
、

内
視
鏡
の
画
像
を
用
い
て
説

明
さ
れ
、C
D
H
１
遺
伝
子

に
変
異
が
確
認
さ
れ
た
遺
伝

性
び
ま
ん
性
胃
癌
の
症
例
、ま

た
ピ
ロ
リ
菌
と
印
環
細
胞
癌

の
関
連
性
の
可
能
性
に
つい
て

も
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
に
ポ
ス
ト
ピ
ロ
リ
の

時
代
に
お
け
る
N
S
A
I
D
s

／
ア
ス
ピ
リ
ン
に
よ
る
消
化

管
粘
膜
障
害
に
つ
い
て
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は

ピ
ロ
リ
菌
が
原
因
の
出
血

性
胃
潰
瘍
が
減
少
し
て
、

N
S
A
I
D
s
、ア
ス
ピ
リ

ン
が
原
因
の
薬
物
性
潰
瘍
が

増
加
し
て
い
る
。年
齢
が
上

が
る
ご
と
に
有
病
率
は
増
加

し
て
い
く
中
で
膝
痛
や
腰

痛
、虚
血
性
心
疾
患
の
治
療

の
た
め
に
N
S
A
I
D
s

や
ア
ス
ピ
リ
ン
の
使
用
は
や

め
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
、

N
S
A
I
D
s
や
ア
ス
ピ

リ
ン
の
使
用
に
よ
る
消
化
管

粘
膜
障
害
の
リ
ス
ク
を
示
す

デ
ー
タ
、ア
メ
リ
カ
で
も
日

本
で
も
N
S
A
I
D
s
副

作
用
に
よ
る
消
化
管
出
血
の

割
合
が
長
年
減
っ
て
い
な

い
こ
と
、予
防
策
と
し
て
は

プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
剤

が
あ
る
が
、小
腸
・
大
腸
の

N
S
A
I
D
s
腸
症
に
関

し
て
は
予
防
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
、そ
れ
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
こ
と
を
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
生
活
習
慣
病
と
し

て
の
大
腸
癌
に
つ
い
て
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。ア
フ
リ
カ

と
E
U
の
子
ど
も
を
例
に

食
べ
物
で
腸
内
細
菌
叢
が
変

わ
る
こ
と
を
説
明
し
、日
本

で
は
生
活
習
慣
が
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
問
題
に
な
る
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

大
腸
癌
は
野
菜
や
果
物
を
食

べ
、運
動
を
す
る
と
い
っ
た

生
活
習
慣
の
改
善
が
１
次
予

防
に
な
り
、内
視
鏡
検
査
を

し
て
大
腸
ポ
リ
ー
プ
を
切
除

す
る
こ
と
が
２
次
予
防
と
な

り
罹
患
率
、死
亡
率
を
３
分

の
１
程
度
ま
で
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。日
本
よ
り
大
腸
癌
検

診
の
受
診
率
が
高
い
ア
メ
リ
カ

で
大
腸
癌
の
罹
患
者
数
、死

亡
者
数
が
減
少
し
て
い
て
日

本
で
は
増
加
し
て
い
る
現
状

も
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
と

お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
し
た
。ま
た

大
腸
癌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時

の
治
療
の
話
と
し
て
、多
段
階

発
癌
経
路
を
通
っ
て
進
展
す

る
こ
と
の
多
い
左
側
結
腸
の

癌
と
エ
ピ
ジェ
ネ
テ
ィッ
ク
の
異

常
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
の

多
い
右
側
結
腸
の
癌
に
対
す

る
抗
E
G
F
R
抗
体
薬
の
セ

ツ
キ
シ
マ
ブ
の
治
療
効
果
の
違

い
の
説
明
を
さ
れ
た
後
、バ
イ

オ
ロ
ジ
ー
に
基
づ
い
た
個
別
化

医
療
の
構
築
を
可
能
に
す
る

技
術
に
も
取
り
組
み
、癌
疾

患
治
療
の
改
善
の
た
め
努
力

し
て
い
る
と
お
話
し
さ
れ
て

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
写
真
撮
影

を
行
い
、妹
尾
教
授
か
ら
京

都
大
学
の
現
況
、運
営
に
つ
い

て
の
報
告
、網
谷
先
生
か
ら

庶
務
報
告
、柴
峠
先
生
か
ら

決
算
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、先
生
方
に
よ
る
近
況

報
告
が
行
わ
れ
、一
人
ひ
と

り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
私
た
ち
学

生
に
は
新
鮮
で
興
味
深
い
も

の
で
し
た
。我
々
学
生
に
も
先

生
方
が
優
し
く
話
し
か
け
て

く
だ
さ
り
、楽
し
く
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ

の
よ
う
な
貴
重
な
会
に
お
招

き
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
の

意
を
も
っ
て
芝
蘭
会
香
川
支

部
総
会
の
報
告
を
終
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
文
責
：

３
回
生  

西
村 

健
太
）

京
都
支
部
よ
り
の
お
知
ら
せ

　

京
都
支
部
で
は
平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）11
時
よ
り

芝
蘭
会
館
別
館
に
て
恒
例
の
新
春
懇
親
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。今
回
は
「
武
士
の
家
計
簿
」等
で
知
ら
れ
る
磯

田
道
史
先
生
に
ご
講
演
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。ご
期

待
く
だ
さ
い
。

１
月
13
日
に
新
春
懇
親
会

 
磯
田
道
史
氏 

講
演

芝蘭会費納入は
自動引き落としが
便利です。 お申し込み手続き等については へ

芝蘭会会員の皆様へ

芝蘭会事務局

　京都大学医学部同窓会芝蘭会では同窓会費を納入していた
だく方法として、「銀行口座等からの自動引き落とし」を採用さ
せていただいております。
　会費納入のお手間が大幅に省かれ、また、会費の二重払いの
防止等にもつながります。
ぜひ、ご利用いただきたくお願い申しあげます。手続きについ
ては芝蘭会事務局までお問い合わせください。

 （TEL075-751-2713  FAX 075-252-4015)



芝　　蘭　　会　　報 (　6　)2018 ( 平成 30 ) 年 10 月 31 日196 号

荻田　淳雄 昭和 17 年専卒 平成 30 年 7 月 4 日 ご逝去

光野　重茅 昭和 17 年専卒 平成 30 年 5 月 6 日 ご逝去

山元　清嗣 昭和 20 年薬卒 平成 30 年 5 月 12 日 ご逝去

横山　　実 昭和 22 年卒 平成 29 年 10 月 ご逝去

加納晴三郎 昭和 22 年薬卒 平成 30 年 1 月 11 日 ご逝去

西村　周郎 昭和 23 年卒 平成 29 年 11 月 11 日 ご逝去

福庭　幸男 昭和 25 年卒 平成 29 年 12 月 26 日 ご逝去

細谷　　孝 昭和 25 年専卒 平成 29 年 10 月 17 日 ご逝去

竹村　　彰 昭和 26 年卒 平成 30 年 7 月 14 日 ご逝去

石崎　幸雄 昭和 27 年卒 平成 30 年 6 月 19 日 ご逝去

片山　喜雄 昭和 27 年専卒 平成 30 年 5 月 24 日 ご逝去

福岡 泰三郎 昭和 28 年卒 平成 30 年 9 月 6 日 ご逝去

森　　英吾 昭和 30 年卒 平成 29 年 11 月 ご逝去

山羽　庚昭 昭和 30 年卒 平成 30 年 4 月 29 日 ご逝去

友吉　唯夫 昭和 31 年卒 平成 30 年 6 月 20 日 ご逝去

横山　　陽 昭和 31 年薬卒 平成 30 年 4 月 2 日 ご逝去

片山　　博 昭和 32 年卒 平成 30 年 3 月 25 日 ご逝去

小山　泰正 昭和 33 年薬卒 平成 30 年 9 月 10 日 ご逝去

森下　亘通 昭和 33 年薬卒 平成 30 年 3 月 20 日 ご逝去

荒川　正夫 昭和 34 年卒 平成 29 年 11 月 21 日 ご逝去

渡辺　栄三 昭和 34 年卒 平成 30 年 6 月 10 日 ご逝去

今泉　正臣 昭和 35 年卒 平成 30 年 5 月 25 日 ご逝去

福馬　淳子 昭和 35 年薬卒 平成 30 年 6 月 22 日 ご逝去

白羽　　誠 昭和 37 年卒 平成 30 年 7 月 30 日 ご逝去

田苗　英次 昭和 37 年卒 平成 25 年 12 月 23 日 ご逝去

田中　　裕 昭和 37 年卒 平成 30 年 9 月 21 日 ご逝去

前田　尚利 昭和 53 年卒 ご逝去

福田　千鶴 教室会員　解剖３ 平成 29 年 2 月 16 日 ご逝去

横田　友二 教室会員　外科 平成 30 年 7 月 1 日 ご逝去

外村　聖一 教室会員　胸部研 平成 30 年 5 月 26 日 ご逝去

発令年月日 氏　名 異動内容

H30.6.1 松本　久子 昇任 呼吸器内科学講師より 
同准教授へ

H30.6.1 上田　佳秀 昇任 臓器移植医療部助教より
消化器内科学講師へ

H30.6.1 土居　正明 採用 東レ株式会社会社員より
医療統計学准教授へ

H30.6.1 池田　昭夫 採用 てんかん・運動異常生理学講座（寄附講座 ) 特定教授より
てんかん・運動異常生理学講座（産学共同）特定教授へ

H30.6.1 松橋　眞生 採用
充実した健康長寿社会を築く
総合医療開発リーダー育成リーディング大学院特定准教授より
てんかん・運動異常生理学講座（産学共同）特定准教授へ

H30.6.30 佐藤　史顕 辞任 乳腺外科学准教授より
関西電力病院乳腺外科部長へ

H30.6.30 小栁　智義 辞任 医学領域産学連携推進機構特定准教授より
筑波大学教授へ

人 事 異 動

発令年月日 氏　名 異動内容

H30.7.1 滝田　順子 採用 東京大学准教授より
発達小児科学教授へ

H30.7.1 鈴木　栄治 昇任 乳腺外科助教より
同准教授へ

H30.7.1 趙　　晃済 昇任 初期診療・救急科助教より
同講師へ

H30.7.1 毛受　暁史 昇任 呼吸器外科助教より
同講師へ

H30.7.1 小林　拓也 採用 分子細胞情報学准教授より
同特定准教授へ

H30.8.1 山田　正之 採用 医学教育・国際化推進センター特定准教授より
同講師へ

H30.8.1 伊藤　功朗 昇任 呼吸器内科助教より
同講師へ

H30.8.1 宮本　心一 昇任 内視鏡部助教より
同講師へ

会  員  訃  報

原 稿 募 集 　平成 17 年 4 月からの「個人情報保護法」の全面施
行により、個人情報の取り扱いに厳しい制約が課せ
られました。つきましては会員の連絡先等のお問い合
わせは、必要理由等を明記の上、郵便または FAX
により事務局までご送付ください。電話でのお問い合
わせにはお答え致しかねますのでご了承ください。

（FAX 075-752-4015）

●事務局から●

　芝蘭会報は、会員の皆様の情報交換・意見発表の場
であります。支部活動、クラス会、会員の著書の紹介（自
薦・他薦）及び医学・医療等に関するご意見等を寄稿
ください。なお、原稿の採用及び掲載時期については、
編集委員会で決めさせていただきます。  　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　芝蘭会報 編集委員会
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史
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事
務
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田　

均

総
務
課
長　
秋
山
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美

管
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課
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勝
二

謹んでご冥福をお祈りいたします。 （敬称略）

（敬称略）

國枝武治先生の学術講演が行われた大阪支部総会

平
成
30
年
6
月

9
日
（
土
）、
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
孔

雀
の
間
に
て
、
平
成
30
年
度

芝
蘭
会
大
阪
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
高
橋
牧
郎
先
生
の

司
会
の
下
、
総
会
の
開
会
と

物
故
会
員
追
悼
が
行
わ
れ
、

続
い
て
会
長
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
隠
岐
尚
吾
先
生
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
議

長
選
出
が
行
わ
れ
新
し
く
選

出
さ
れ
た
塩
崎
俊
城
先
生
へ

と
司
会
は
移
り
、
内
藤
浩
先

生
に
よ
る
庶
務
報
告
、
会
計

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
学
術
講
演
へ
と

総
会
は
移
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
愛
媛
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
脳
神
経
外
科
学

講
座
の
國
枝
武
治
先
生
に
よ

る
、「
て
ん
か
ん
外
科
と
脳

科
学
」
と
い
う
講
演
で
し
た
。

は
じ
め
に
、
て
ん
か
ん
の
定
義

に
つい
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
W
H
O
で
は
「
種
々
の

病
因
に
よ
って
も
た
ら
さ
れ
る

慢
性
の
脳
疾
患
で
反
復
す
る

発
作
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
国
際
抗
て
ん
か
ん
連

てんかん外科で國枝先生講演
【
大
阪
】

支
部
だ
よ
り盟

（
I
L
A
E
）
で
は
①
24

時
間
以
上
の
間
隔
で
生
じ
る

２
回
以
上
の
非
誘
発
発
作
、

②
１
回
の
非
誘
発
発
作
と
10

年
に
わ
た
る
再
発
か
、
２
回

の
非
誘
発
発
作
が
一
般
的
な

再
発
リ
ス
ク
と
同
じ
で
あ
る

と
い
う
二
つ
の
定
義
を
公
表

し
ま
し
た
。
脳
の
損
傷
既
往

歴
や
脳
波
、
画
像
に
異
常
な

ど
が
見
ら
れ
れ
ば
早
期
に
治

療
を
考
慮
し
ま
す
。
て
ん
か

ん
の
疫
学
と
し
て
は
1
歳
以

下
と
60
歳
以
上
の
高
齢
者
に

多
く
、
特
に
近
年
高
齢
て
ん

か
ん
が
増
え
て
お
り
、
推
定

罹
患
率
は
2
〜
5
％
に
も
な

り
ま
す
。
ま
た
自
立
し
て
い

る
高
齢
者
で
は
て
ん
か
ん
の

罹
患
率
は
約
２
％
で
内
服
薬

は
平
均
４
種
、
施
設
に
い
る

高
齢
者
の
罹
患
率
は
約
９
％

で
内
服
薬
は
平
均
７
種
に
も

な
る
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う

な
患
者
に
は
抗
て
ん
か
ん
薬

の
併
用
薬
と
の
薬
物
相
互
作

用
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
高
齢
者
の
治
療
に
は

従
来
の
抗
て
ん
か
ん
薬
が
使

い
に
く
く
、
新
規
抗
て
ん
か

ん
薬
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
内
服
薬
の

治
療
法
と
し
て
は
単
剤
投
与

を
３
回
行
い
、
再
発
が
見
ら

れ
れ
ば
併
用
投
与
を
行
い
ま

す
。
約
60
％
で
は
併
用
投
与

ま
で
に
再
発
が
起
こ
ら
な
く

な
り
ま
す
。
抗
て
ん
か
ん
薬

を
併
用
し
て
も
継
続
し
た
一

定
期
間
、
約
1
年
以
上
発
作

が
起
こ
り
、
寛
解
が
見
ら
れ

な
い
場
合
に
は
薬
剤
抵
抗

性
て
ん
か
ん
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
難
治
て
ん
か
ん

に
対
し
て
は
手
術
が
適
応
と

な
り
ま
す
。
最
も
メ
ジ
ャ

ー
な
の
は
側
頭
葉
て
ん
か

ん
切
除
術
で
手
術
を
行
っ

た
群
が
行
わ
な
か
っ
た
群

と
比
べ
て
有
意
に
再
発
率

が
少
な
い
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
電
極
を
脳

に
留
置
し
て
発
作
が
起
こ

っ
た
時
を
観
察
す
る
硬

膜
下
電
極
や
術
中
に
症
状

を
評
価
す
る
覚
醒
下
手
術

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
そ
の
際
に
脳
神

経
外
科
手
術
に
お
い
て
必

要
不
可
欠
な
術
中
神
経
生

理
学
的
マ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
例
と
し
て

functional 

M
R
I
や

皮
質
－
皮
質
間
誘
発
電
位

（
C
C
E
P
）
な
ど
を
挙
げ

て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
國
枝
先
生
自
身

の
研
究
に
つ
い
て
の
話
を

さ
れ
ま
し
た
。
國
枝
先
生

の
研
究
で
は
腫
瘍
を
摘
出

し
露
出
し
た
白
質
に
刺
激

を
与
え
神
経
生
理
学
的
マ

ッ
ピ
ン
グ
を
用
い
て
調
べ

た
と
こ
ろ
腫
瘍
よ
り
前
の

部
分
で
刺
激
し
、
腫
瘍
よ

り
も
後
ろ
の
部
分
が
反
応

し
た
こ
と
を
確
認
し
様
々

な
言
語
関
連
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
う
ち
背
側
経
路
を

同
定
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
京
都
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科
呼
吸
器
内

科
学
教
授
の
平
井
豊
博
先
生

に
よ
っ
て
、
京
都
大
学
医
学

部
現
状
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
病
院
の
経
営
に
つ

い
て
で
、
京
大
病
院
の
副
院

長
・
医
療
安
全
担
当
が
一
山

先
生
か
ら
平
井
先
生
に
な
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
医
学
部
の
教
育
・

研
究
に
関
し
て
は
卒
後
に
ア

メ
リ
カ
の
医
師
ラ
イ
セ
ン
ス
を

取
得
で
き
る
医
学
教
育
分
野

別
評
価
で
京
都
大
学
が
認
定

さ
れ
た
こ
と
、
京
大
と
カ
ナ

ダ
の
マ
ギ
ル
大
学
の
国
際
共

同
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
ゲ

ノ
ム
医
学
国
際
連
携
専
攻
を

開
設
し
た
こ
と
を
強
調
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
病
院
が
現
在

中
病
棟
、
i
P
S
臨
床
研

究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
中
で
31

年
の
秋
に
は
竣
工
予
定
と
の

こ
と
で
す
。
最
後
に
京
都
大

学
校
友
会
、
医
学
部
記
念

講
堂
、
並
び
に
京
大
病
院
へ

の
寄
附
を
募
っ
て
、
お
話
を

終
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
写
真
撮
影
を
し

た
後
、
場
所
を
変
え
桜
の
間

に
て
、
懇
親
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
は
皆
様
楽
し
く
食

事
を
な
さ
り
な
が
ら
、
現
況

を
語
り
合
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
医
学
部
時
代

の
ご
学
友
同
士
で
お
話
し
に

な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
大

変
に
ぎ
や
か
な
会
で
し
た
。

我
々
雑
誌
部
員
に
も
多
く
の

先
生
方
が
気
さ
く
に
話
し
か

け
て
く
だ
さ
り
、
楽
し
く
有

意
義
な
時
間
を
我
々
も
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
に
お

招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
の
言
葉
を
申
し
上
げ

て
、
大
阪
支
部
総
会
の
報
告

を
終
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
文
責
：
6
回
生　

井
上
大

志
）


